１年後期　生物科学Ⅱ(未履修クラス)　 第４回2012.10.23「分子進化」

◆スライド１　遺伝子やたんぱく質などの分子レベルでの進化
　・「進化が起こる」：不可逆的変化が確立する、の意。

◆スライド２　ゲノム中のＤＮＡ塩基配列に起きる変化
　□塩基置換：トランジション：同じグループ内での変化(起こりやすい)
　　　　　　　トランスバージョン：別のグループに変化(起こりにくい)
　　　　　　　グループはピリミジン塩基(A,G)とプリン塩基(T,C)
　□挿入・欠失：なくなったり入り込んだりする→アミノ酸コードが変わる
　□逆位：配列の一部がひっくり返る
　□組換え：染色体レベルでの変化。相同染色体対合時におこる
　□遺伝子変換：遺伝子がモザイク状に変化する

◆スライド３　突然変異の集団への固定(自然選択説による)
　・適応度：繁殖力みたいなものと考えてよい。表では変異型は繁殖力がｓだけ有利
　・集団中の頻度：最初の割合のこと。変異型をｐとする
　・グラフ……初期頻度はｐのこと。有利度ｓを変えてみる→どの場合も環境に対して有利であれば自然選択が働いて頻度は限りなく１に近くなる(集団ほぼすべてが変異型になる)

◆スライド４　突然変異の集団への固定(遺伝的浮動による)
　・分子進化の中立説
　・集団が小さいため(Ｎ＝１０)、標本抽出誤差が起こる
　　→遺伝子頻度の変動が大きい→頻度が０か１のどちらかに固定しやすい
　　※固定または消失が起こる(頻度が０か１になる)と以降変化は起こらない

◆スライド５　遺伝的浮動のコンピュータシミュレーション
　・集団が小さいと遺伝子頻度の変動が激しいことを示すグラフ

◆スライド６　遺伝的浮動の理論曲線
　・ｔは世代数、Ｎは個体数
　・曲線が横軸と交わっていないときは、固定or消失が起こっている

◆スライド７　分子進化速度の一定性(分子時計)
　・分岐した時間が直線のグラフになる→一定のペースでアミノ酸置換が起こっている
　→自然選択説では説明不可能＝少なくとも分子レベルでは分子中立進化説が正しい

◆スライド８　分子進化速度と機能的制約
　・様々なタンパク質で調べてみると、どれも一定(速度は違う)
　・速度の違いは機能的制約(重要性が高いタンパク質は変わりにくい)
　・ヒストンＨ１４：染色体形成(前期の生物科学Ⅰ参照)
　・チトクロームｃ：呼吸に関係する酵素
　・フィブリノペプチド：血液凝固

◆スライド９　同義置換と非同義置換
　・同義置換：塩基が変わってもできるタンパク質が同じであるような置換
　　※分子進化速度が遅いものは同義置換が多い

◆スライド１０　ゲノムの進化
　・ゲノムサイズ：一般的には、原核生物は小さく真核生物は大きいが、多様性の幅あり

◆スライド１１　ゲノム重複と遺伝子重複
　・ゲノムサイズの違いの原因
・ゲノム重複＝倍加：減数分裂異常による。
　※３倍体は生殖能力がない
・遺伝子重複：減数分裂の相同染色体対合時にずれると起こる

◆スライド１２　遺伝子重複による多重遺伝子族の形成
[bookmark: _GoBack]　・多重遺伝子族：遺伝子重複によって似たような遺伝子が増えてくると、新しい機能を獲得することがある(タンパク質などの巨大遺伝子は多重遺伝子族でコードされていることもある)

◆スライド１３　遺伝子の進化
　・遺伝子重複を経ながら進化したグロビンタンパク質の偽遺伝子(働かない部分)を調べることで分子時計が描ける

◆スライド１４　さまざまな生物種とゲノムＤＮＡに対する非コード領域の割合
　・原核生物は非コードＤＮＡ(遺伝上意味のないもの)領域が少ない
　　→持っているゲノムをほとんど使っている
　・真核生物はほとんどのゲノムが機能していない
　　→突然変異による進化の可能性が高い　　　　意味のないものも大事なんだなぁ
